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On April 25, 2015, the Gorkha earthquake occurred in Nepal and hit Patan district designated as World Cultural Heritage. 
The former research clarified that more than 1,000 people used historic courtyard spaces as evacuation sites. The traditonal 
community of residents played an important part in the historic space, but there were some problems. This research 
clarifies the specific stockpile items required during the evacuation life by interview research to the residents. For 
improving evacuation life, the needs of collaboration between traditional space of Nagbahal district and Golden Temple, 
and collaboration between surrounded local residents and local stores were revealed. 
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１． はじめに 
 
(1) 研究の背景 
 ネパールの首都カトマンズの北部にはヒマラヤ山脈があり、インドプレートとユーラシアプレートの衝突

の影響により地震が多発し、壊滅的な被害をもたらしている。記録に残っている過去の1408年、1681年、

1833年、1934年、1988年に発生した地震では、多くの犠牲者と建物への被害が報告されている1)。2015年4月
25日には、ネパールの中部でM7.8のゴルカ地震が発生し、その後も周辺で余震が多発した。この一連の地震

による死者はおよそ8,800人になり、負傷者は22,000人以上、全半壊建物が79万棟以上となった。また、ネパ

ールの人口の約30%に相当する約800万人が被災し、被災生活を余儀なくされた2)。 
 伝統的な街並みの被害に対する記述に対して、高杉ら3)によると以前に発生した地震での経験から伝統的

中庭空間が一時避難場所として利用され、歴史的なヒティ(水汲み場)や井戸が震災の際に大きな役割を果た

していたことが明らかとなった4)。実際にパタンの伝統的中庭空間を有する地区ではゴルカ地震の時に大勢

の住民が避難生活をしており、地域コミュニティが主体となって炊き出しや防犯活動が行われ、避難生活の
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京都市正親学区の事前復興計画を想定した建築物の類型化
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１．はじめに

　本稿は京都市正親学区を対象に、復興計画策定に資すべき①建築物の外観の定量的把握と類型化、②印象評

価による復興水準の検討、③一定の防災力を持つ復興住宅モデルの提案を行った結果を報告するものである。

This paper covers Kyoto-Kamigyo-ku where there are many traditional buildings with a large estimated damage 
scale due to the earthquake, quantitative grasping and typing of the appearance elements of the building towards the 
preliminary recovery plan, type examination of reconstruction level by another impression evaluation, and proposal of a 
reconstruction housing model with certain disaster prevention capability.

Typology of Buildings Assuming Pre-reconstruction Plan of Seishin Kyoto City School District,
 its Evaluation and Proposal of Fire Prevention Collaboration Tenement House of 

Fire Prevention Collaboration Tenement House

(1)研究の背景

　歴史都市京都では都心部を中心に数多くの細街路注1)が分布する。と同時に、「歴史的な市街地ならではの

町家が立ち並んだ濃密なコミュニティの活きづく京都らしい魅力文2)」であると京都市により謳われている。しか

し、木造密集市街地の老朽化の進行に伴い、延焼危険性を始めとした防災面の課題や既存不適格建築物に

よる建て替えの困難さ等の課題文3)が残る中、連担建築物設計制度注2)等の活用の見直しを始めとした緊急な細

街路の復興が要されているのが実情である。また、細街路における町家の改修を前提とした「外観ストック」の

有益性注3)が森重らによって指摘される一方で、復興のためのデザインガイドラインは未だ定まっていない注4)。

　以上から建築物の外観による類型と地域に応じた水準を把握し、防災力の評価を事前に整理した上で、町

並み復興モデルの検討プロセスを試行することが有意義と考える。外観意匠における復興レベルの評価を

行った研究文5)(以下「18研究」)は存在するが、面的な防災性能の向上を想定した復興モデルの提案は管見で

は見られない。また、18研究と異なる地域での外観傾向の考察は方法論の有効性検討という点で意義がある。

(2)研究の特徴・目的

　以上を背景に、本研究の特徴は連担建築物設計制度を想定した計画用資料として、細街路における外観

傾向を定量的に把握し、印象評価及び延焼の観点から防火連担長屋注5)の提案を行う点にある。

　具体的には木造建て詰まり・細街路分布等の京都市特性を持ち、歴史的な市街地ならではの町家等が数多

く分布し、かつ火災延焼危険性が高い上京区を対象に、①目視・写真判定による外観調査を行い(第２章)、

②多重対応分析およびクラスター分析を用いた建築物の類型化および外観傾向等を明らかにする(第３章)。

次に③印象評価実験(第４章)と、④延焼シミュレーションの結果(第５章)に基づき現状の外観計画における

水準を整理し、⑤要件に沿った町並み復興モデルの提案と課題点を述べる(第６章)。類型のみならず、延焼

シミュレーションによって防災力の向上を企図した街区単位の提案を行うところに本研究の独自性がある。

Kyoto Seishin destrict, housing constructed after a disaster, typification, fire spread simulation
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